
奈良県生協連

奈良県生活協同組合連合会機関誌

2026年10月
NO.142

ピースアクションinなら2026
「核兵器をめぐる世界の動きと

私たちにできること」

若者応援プロジェクト奈良2026
in	奈良女子大学

もくじ

ピースアクションinなら2026/手記集「奈良県のヒバクシャの声
第2集奈良県の被爆者運動の始まり」（仮）	………………1・2

地域共生社会に向けた合同学習会スタートアップミーティング	…3・4

新任理事のご挨拶……………………………5

若者応援プロジェクト奈良2026 in 奈良女子大学	… 6　　　　

能登被災地支援サロン活動/第37回近畿地区生協・行政合同会議	… 7

令和8年奈良防災プラットフォーム連絡会	… 8

第31回奈良県協同組合デーのつどい/理事長交流会	… 9

「託す」と「受け取る」をつなぐ、もったいない
NARAの新たな取り組み	 …………………10



ʢ1ʣ 2026年 10 月号

ɹ̓月1�೔ɺಸྑ঎޻ձٞॴେϗʔϧʹͯɺϐʔεΞΫγϣϯJOͳΒ

2026ʮ֩ฌثΛΊ͙Δੈքͷಈ͖ͱͪͨࢲʹͰ͖Δ͜ͱʯΛ։͠࠵ɺ

ಸྑݝੜڠ࿈ձһੜڠͷ૊߹һɾ໾৬һ΍ࢢຽͳͲ໿100ਓ͕ࢀՃ͠·

ͨ͠ɻ

ɹதଜ͞ࢠܡΜʢ௕࡚େֶ֩ฌثഇઈڀݚηϯλʔ।ڭतʣ͔Βɺʮ֩

ฌثΛΊ͙Δੈքͷಈ͖ͱͪͨࢲʹͰ͖Δ͜ͱʙୈ11ճ֩ฌثෆ֦ࢄ

৚໿ʢ/15ʣݕ࠶౼ձٞΛड͚ͯߦಈ͢ΔͨΊʹʙʯͱ୊ͯ͠ߨԋ͍

͖ͨͩ·ͨ͠ɻɹɹɹɹ

ɹதଜ͞Μ͸ɺ2026年ͱ͍͏年͕ɺ͍ ͔ʹॏཁͳݤʢ෼ذ఺ʣʹͳΔ͔ɺͪͨࢲͷʰݱ

஍ʱ͔Β͓࿩͠͞Ε·ͨ͠ɻࡏ

ɹ̑ޙࠓ年ɺ10年ɺ͋Δ͍͸�0年͕ࠓʹޙͨͬܦ年ΛৼΓฦͬͨ࣌ɺh ͕͋ͦ֩͜ฌ

఺ͩͬͨͳʱͱৼΓฦΔɺͦΜͳՄೳੑͷ͋׵Λ८Δੈքͷಈ͖ʹ͓͚Δ̍ͭͷసث

Δ年Ͱ͢ɻ2026年̎月ʹɺ৽ઓུฌݮ࡟ث৚໿ʢ৽45"35ʣ͕ࣦޮͨ͜͠ͱʹΑΓɺ

1��0年୅Ҏ߱ॳΊͯɺΞϝϦΧͱϩγΞͷؒͰ͍ޓͷ֩ฌثΛറΔ৚໿ʢϧʔϧʣ͕

Λ८Δ̎ͭͷॏཁͳ৚໿ձثશʹফ໓ͯ͠͠·͍·ͨ͠ɻ·ͨɺ2026年ʹ͸֩ฌ׬

৚໿ࢄෆ֦ثΕͨ֩ฌ͞࠵χϡʔϤʔΫͰ։͔Ε·͢ɻ̐月͔Β̑月ʹ։ʹڞ͕ٞ

ʢ/15ʣݕ࠶౼ձٞɺ11月͔Β12月ʹ։͞࠵ΕΔ֩ฌࢭېث৚໿ʢ51/8ʣݕ࠶౼ձٞɺ

͜ͷ̎ͭͷ৚໿ձ͕ٞॏͳΔ年͔ͩΒͦ͜ɺ͜Ε͔Βͷੈքͷಈ͖Λ઎͏্ͰɺۃΊͯॏཁͳ年ͳͷͰ͢ɻ

ɹதଜ͞Μ͸ɺਂ·Δ֩ґଘɺ๏ͷடংͷػةɺ֩ฌ࢖ث༻΁ͷλϒʔҙࣝͷബΕɺ֩ฌثͷ࣭ͷ֦܉ͳͲɺࡏݱͷ

͸ʹࠃثͷฏ࿨ར༻ʯΛ̏ຊபͱ͠ɺ֩ฌྗࢠݪɾॖ܉ɾ֩ࢄղઆ͞Ε·ͨ͠ɻ·ͨɺ/15͸ʮ֩ෆ֦͍ͯͭʹػة

Λ࣋ͨͳ͍ͳͲͷٛ຿͕͋Δ͜ͱ͔Βɺ૒ํͷ໿ଋʹΑͬͯ੒Γཱͭʮάث͸֩ฌʹࠃثΛਐΊΔٛ຿ɺඇ֩ฌॖ܉֩

ϥϯυɾόʔήϯʢେ͖ͳऔҾʣʯͷ৚໿Ͱ͋Δͱઆ໌͞Ε·ͨ͠ɻ

ɹୈ11ճ/15ݕ࠶౼ձٞͰ͸࠷ऴจॻͷ࠾୒ʹ͸ࢸΓ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺ͜Ε·Ͱͷ߹ҙ͕ࣦΘΕͨΘ͚Ͱ͸ͳ͘ɺର

࿩Λଓ͚Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ·ͨɺ֩ฌثͷඇਓಓੑ΍֩཈ࢭʹґଘ͢Δ੓ࡦʹҟΛএ͑Δࢢຽࣾձͷ໾ׂ΋େ͖͘

ͳ͍ͬͯ·͢ɻh ඃരऀͷ͍ͳ͍࣌୅ʱ΁଍Λ౿ΈೖΕͭͭ͋Δࠓɺ͕ͪͨࢲͲ͏΍ͬͯ͜ͷ࣮૬Λ఻͍͔͑ͯ͘ɺ

ਅ͑ߟʹ݋ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ

ɹ20�1年ʹ͸ୈ12ճ/15ݕ࠶౼ձ͕ٞ༧ఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻඃരऀͷྸߴԽ͕ਐΉͳ͔ɺඃരऀͷମݧΛ࣍ੈ୅΁఻͑ɺ

֩ฌثഇઈΛٻΊΔ੠Λ͕ͭͪͨࢲͳ͍Ͱ͍͘͜ͱͷେ੾͞Λڧௐ͞

Ε·ͨ͠ɻ

ɹجௐߨԋʹଓ͍ͯɺχϡʔϤʔΫͰ։͞࠵Εͨୈ11ճ/15ݕ࠶౼ձ

ٞʹɺੜڠ୅දஂͷҰһͱͯ͠ࢀՃͨ͠ɺͳΒίʔϓ৬һͷ໼㟒༑๖ʢ΍

͖͟ͱ΋͑ʣ͞Μ͔Βɺݱ஍Ͱͷ׆ಈ΍ձٞͷ༷ࢠʹ͍ͭͯใ͕͋ࠂ

Γ·ͨ͠ɻ੓࣏తͳରཱͷࠜਂ͞Λ͡ײΔҰํɺฏ࿨ߦਐ΍ࢢຽूձ

Ͱ͸ڥࠃͷน͸ͳ͘ɺ୭΋͕ʰ֩ฌث͸͍Βͳ͍ʱͱ͍͏Ұ఺Ͱ͘ڧ

会場の様子

講師：中村桂子准教授

応援のハッピと横断幕

「核兵器をめぐる世界の動きと
私たちにできること」を
開催しました

ピースアクション in なら2026
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݁ͼ͍͍ͭͯ·ͨ͠ɻh ̍ਓͻͱΓͷྗ͸খͯ͘͞΋ɺఘΊͣʹଓ͚Δ͜ͱͰࣾձΛಈ͔͢͜ͱ͕Ͱ͖Δɻඍྗ͚ͩ

Ͳແྗ͡Όͳ͍ʱͱ͍͏ɺࢢຽӡಈͷྗ͞ڧΛ࣮͠ײ·ͨ͠ɻઓ૪ඃരࠃͱͯ͠ͷઆಘྗΛҡ࣋͠ɺ͜Ε·Ͱங্͖

͖͛ͯͨඃരऀͷӡಈΛड͚͍ܧͰ͍ͨ͘Ίʹɺ͕ͪͨࢲʹ͞·ࠓʰਖ਼೦৔ʱʹཱ͍ͬͯΔͱ͡ײ·ͨ͠ɻɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ɹ໼㟒͞Μͷใࠂʹର͠தଜઌੜ͸ʮඃര�0年ͷઅ໨ΛɺҰաੑͷΠϕϯτʹऴΘΒͤͣܧଓ͍ͯ͘͜͠ͱɺͦͯ͠

͜Ε͔ΒͷϏδϣϯΛྗ͘ڧ࿩ͯͩͬͨ͘͜͠͞ͱ͕ɺຊ౰ʹେ͖ͳر๬ͷޫͰ͢ʯͱͷίϝϯτ͕͋Γดձ͠·͠

ͨɻ

参加者からは次のような感想が寄せられました。
　「前回講演の核兵器禁止条約の時期と違い混沌とした状況です。先生のお話からは各国が『自分の側からしかも
のを見ない時代』になっている、と感じました。対話の成立しない時代に、どうすればよいのでしょうか。市民の
力が試されると思います」　「核兵器における世界の動きについて理解が深まった。26年度は新戦略兵器削減条約が
失効し、これまでの見張り合うしくみが世界から消えた年であること、NPT再検討会議、核兵器禁止条約の再検討
会議も１回目を迎える節目となる重要な年であることも再認識できた。また、いつでも使用できる核弾頭の数や核
の数ではなく、質に移行している等、初めて知る内容も多かった。
NPTの内容、会議の周期、過去の合意採択も具体的に知らなかった
ので、頭の整理になりました。最後に、核のない世界に向けて、足
をとめないことと仰っていたのが印象的でした」　「動画『ノーモア
ウォー、ノーモアヒロシマ』の声を聞いたとき、日本の責任の重さ
を心底感じました。世界中の人が、「ヒロシマ、ナガサキ」と、叫
んでいるのです。日本はもっと主体性を持たなければ、と思いまし
た。矢﨑さんの『市民運動の力、価値』の発信、大切だし、それし
かない！と思いました。微力は、無力ではない、ですね」　

　奈良県原爆被害者の会「わかくさの会」は、1985年に再建総会が開かれ発足した。
　わかくさの会は2006年高齢化を理由に解散したが、活動期間中に被爆体験集「原爆へ　平和の鐘を」
全３巻を発行した。この体験手記集を全巻所蔵する図書館は全国のどこにも存在しなかった。奈良県生
協連では「わかくさの会」の手記集より承諾をいただいた手記を中心に「奈良県のヒバクシャの声」第
１集を2022年に発行した。
　「わかくさの会」が再建される10年ほど前までは、前身団体である奈良県初の被爆者団体「奈良県原
爆被災者の会」があった。この前身団体が発行した書物「奈良県における原爆被災者の実態」は全国の
図書館には存在しなかったが、第１巻作成の過程で、奈良県の学生が奈良教育大学構内の戦争遺構から
学ぶ活動の講師としてご協力いただいている吉川好胤氏が所持されており、ならコープの平和ライブラ
リーに寄贈いただいた。また、当時の「大和タイムス」に会の初代会長伊ケ崎賢一氏が被爆体験手記を
寄稿されていたことなどもわかった。
　現在奈良県生協連では、「私たちの住む奈良県では、どのように
して被爆者運動が始まり、団体がつくられたのだろう。わずかな手
がかりをたどって、ようやく掘り起こした奈良県の被爆者運動とそ
れを受け継いだ人々の声と足跡の一部をまとめた」（編集委員会入
谷方直代表）手記集「奈良県のヒバクシャの声　第２集　奈良県の
被爆者運動の始まり」（仮）の発行準備中である。

手記集「奈良県のヒバクシャの声　第２集 
奈良県の被爆者運動の始まり」（仮）

NPT代表派遣者矢﨑友萌さん　講師の中村桂子さん

奈良県のヒバクシャの声　第1集

発行準備中
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ɹ̓月2�೔ಸྑࣾݝձ෱ࢱ૯߹ηϯλʔ̑֊ݚमࣨ#$Ͱʮ஍Ҭڞੜʹ͚ͨ޲
߹ಉֶशձᴷελʔτΞοϓϛʔςΟϯάᴷʯ͕։͞࠵Ε�1໊͕ࢀՃ͠·͠
ͨɻಸྑࣾݝձ෱ٞڠࢱձɾಸྑݝੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձɾࢢຽੜڠ׆ಉ૊߹
ͳΒίʔϓ͸ɺ̏月11೔ʹʮ஍Ҭ෱ࢱͷ૿ਐͱ஍Ҭڞੜࣾձ࣮͚ͨ޲ʹݱแ
ׅ࿈ܞʹؔ͢ΔڠఆʯΛక݁͠·ͨ͠ɻ͜ͷڠఆΛػܖʹɺࣾڠͱੜ͓͕ڠ
ΈΛ͍͔͠ͳ͕Βɺ৽ͨͳ஍Ҭͮ͘Γ΍࣮ફʹͭͳ͍͛ͯ͘ڧͷಛੑ΍͍ޓ
ͨΊͷୈҰาͱͯ͠اը͞Εͨ΋ͷͰ͢ɻ

奈良県生協連　奥西 武史専務理事
ɹਓݮޱগ΍աૄԽɺ୯਎ऀྸߴͷ૿ՃͳͲɺ஍Ҭࣾձͷ՝୊͸ෳ
ͱͷแׅ࿈ڠࣾݝԽ͍ͯ͠·͢ɻ՝୊Λղܾ͢ΔͨΊɺࠁԽɾਂࡶ
͸΋ͪΖΜɺҩྍɾେڠങੜߪΓ·ͨ͠ɻ஍Ҭͷࢸʹఆͷక݁ڠܞ
ֶɾࡁڞͳͲଟ༷ͳʮձһੜڠʯͷྗΛ݁ू͠ɺࣾڠͱੜڠͷڧΈ
Λ࣋ͪدΔ͜ͱͰɺ୯ͳΔ଍͠ࢉͰ͸ͳ͘ʮֻ͚ࢉʯͷڠಇΛ໨ࢦ
͢΋ͷͰ͢ɻීஈ͔Β૬ޓͷʮਓͮ͘Γʯ΍ֶͼ߹͍ͷަྲྀΛେ੾
ʹ͠ͳ͕Βɺ୭΋͕҆৺ͯ͠฻Β͠ଓ͚ΒΕΔ஍Ҭͮ͘Γͷج൫Λօ͞Μͱͱ΋ʹҭΜͰ·͍Γ·͢ɻ

ならコープ組織広報部　奥田 高士部長
ɹͳΒίʔϓ͸ઃཱҎདྷɺ૊߹һͷ੠ʹدΓఴ͍ɺग़ࢿɾར༻ɾӡӦͷ̏ݪଇͷ΋ͱ஍Ҭʹີணͨ͠ۀࣄɾ׆ಈΛల
։͖ͯ͠·ͨ͠ɻࡏݱͰ͸ݝ಺໿�6ສੈଳ͕ར༻ɺങ͍෺ࠔ೉஍Ҭ΁Ξϓϩʔν͠ΤϦΞຊ෦੍ʹΑΔ஍Ҭओମͷ׆
ಈΛਂΊ͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺ20�0年ʹࠁਂ͚ͯ޲Խ͢Δ஍Ҭ՝୊ʹ୯ಠͰରԠ͢Δʹ͸ݶք͕͋Γ·͢ɻ͜Ε·Ͱഓͬ
͖ͯͨళฮɾ഑ૹͳͲͷجۀࣄ൫΍૊߹һ׆ಈͷݯࢿΛɺڠࣾݝɾݝੜڠ࿈ɾࢢொଜࣾڠͱ༥߹ͤ͞ɺͲ͜ΑΓ΋པ
ΓʹͳΔଘࡏͱͯ͠ڞʹ஍Ҭ෱ࢱΛਪਐ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

奈良県社会福祉協議会　浅井 智子次長
ɹแׅ࿈ڠܞఆ͸ɺ࣌୅ͷมԽ΍ॅຽͷ੠ʹԠ͖͑ͯͨڠಇ͕ݪ఺Ͱ͢ɻࠓɺྸߴԽ΍ਓݮޱগ͕ਐΈɺैདྷͷ੍౓
Ͱ͸ରԠ͖͠Εͳ͍ෳࡶͳ஍Ҭ՝୊ʹର͠ɺʮޙࣄతͳࢧԉʯ͔Βʮ༧๷తɾ࣋ଓՄೳͳ஍Ҭͮ͘Γʯ΁ͷస͕׵ඞ
ཁͰ͢ɻͦͷ্Ͱɺੜ׆ʹີணͨ͠ʮੜڠʯɺ෯͍޿෼໺ΛଋͶΔʮੜڠ࿈ʯɺ஍Ҭ෱ࢱͷઐ໳ੑΛ࣋ͭʮࣾڠʯͷ̏
ऀ͕ɺڠಇΛਂΊɺ਎دΓͷͳ͍ऀྸߴ໰୊Λ͸͡Ίͱ͢Δ՝୊ʹཱͪͨ͏͔޲Ίͷʮ৽ͨͳ͑ࢧ߹͍ͷϓϥοτ
ϑΥʔϜʢج൫ʣʯΛ஍Ҭʹࠜ෇͔͍͖͍ͤͯͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

浅井次長　　奥田部長　　奥西専務理事　

地域に根ざしたそれぞれの実践に学ぶ
香芝市社会福祉協議会主幹
甲本 晋也さん
　引きこもり当事者や
家族の孤立に寄り添っ

た家族・当事者の集いなどの実践事
例を通じ、一人ひとりの声に耳を傾
ける「出会い」こそが生協と社協に
共通する地域づくりの原点であると
報告

奈良医療福祉生協専務理事
福山 明浩さん

2012年の創立以来推
進してきた健康チェッ

クや「おしゃべりタイム」などの居場所
づくり、2040年の高齢化ピークに向け
た訪問診療の拠点化構想など、購買生協
や社協とも連携して持続可能な地域包
括ケアモデルを目指す取り組みを報告

ならコープ南エリア
事業本部部長
宇野　孝さん

社協との連携や介護
施設・介護現場との関わりをはじめ、
地域の有志や自治体など多様な主体と
共に、居場所づくりや生活支援、地域
産業の活性化を通じて共生社会を「共
創」する多角的な実践事例を報告

社協と生協のホントのところ ─協定締結でなにをめざすのかオープニングセッション

実践共有

地域共生社会に向けた合同学習会
スタートアップ ミーティング

奈良県社協×奈良県生協連×ならコープ
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ɹݝ಺޿ҬΤϦΞΛҙࣝͨ͠άϧʔϓͰҙ׵ަݟɾަྲྀΛ͍ߦ·͠
ͨɻ؆୯ͳࣗݾ঺հͷޙΦʔϓχϯάηογϣϯͱ࣮ફڞ༗Λฉ͍

ͯҹ৅ʹͨͬ͜࢒ͱ΍ؾۙ࠷
ʹͳ͍ͬͯΔ஍Ҭͷ͜ͱͳͲ
Λ࿩͠ɺάϧʔϓ͝ͱʹϥϯ
νʢͳΒίʔϓͷ༦৯୐഑ͷ
͓ห౰ʣΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
ॅຽʢ૊߹һʣΛਅΜதʹͨ͠૊৫͔ͩΒͦ͜Ұॹʹ͍͖͍ͨͯ͑ߟςʔϚͳ
Ͳ͕࿩͠߹ΘΕ·ͨ͠ɻ

ɹ̔月2�೔ಸྑࣾݝձ෱ࢱηϯλʔͰୈ1�ճͳΒখ஍Ҭ෱׆ࢱಈαϛοτ2026͕։͞࠵Ε
·ͨ͠ɻ͜ͷαϛοτ͸ɺ୭΋͕ॅΈ׳Εͨ஍ҬͰ҆৺ͯ͠฻Β͠ଓ͚ΒΕΔΑ͏ɺॅຽ
ಉ࢜ͷॿ͚߹͍ʹΑΔʮখ஍Ҭ෱׆ࢱಈʯͷऔΓ૊Έ΍޻෉Λֶͼ߹͍ɺ஍Ҭશମͷ׆ಈ
ΛΑΓҰ૚ੑ׆Խͤ͞Δ͜ͱΛ໨తͱͯ͠։͞࠵Ε·ͨ͠ɻݝ಺֎ͷ஍Ҭ׆ಈऀɺ࣏ࣗձ
ͳͲ͔Β2�0໊Λ௒͑Δํڠ੓ɺࣾߦઃɺࢪࢱಐҕһɺϘϥϯςΟΞɺ෱ࣇɺຽੜऀ܎ؔ
Ճ͠·ͨ͠ɻࢀԉ͠ࢧ࿈ɺͳΒίʔϓ͸ॿ੒ஂମͱͯ͠ڠੜݝՃ͞Ε·ͨ͠ɻಸྑࢀ͕

ɹ10年લͷ۽ຊ஍਒ͷࡍɺҰਓ฻Β͠ͷ฼͕ຽੜҕһͷ
੠͔͚Ͱආ೉Ͱ͖ͨମ͔ݧΒɺ೔ৗͷখ͞ͳ͕ܨΓͷେ
੾͞Λ࣮͍ͨ͠ײ·ͨ͠ɻ·ͨɺେ෼ݝத௡ߐଜͷϑΟʔ
ϧυϫʔΫͰ͸ɺूམ͕ʮ̍ੈଳ̍ਓʯʹͳͬͯ΋ɺϛ
χσΠαʔϏε΍ڥ಺ͷ૟আͱ͍ͬͨʮ໾ׂʯ΍ʮަྲྀʯ
͕͋Ε͹ɺਓ͸ۭؒతʹཱ͍ͯͯ͠ݽ΋ݽಠʹ͸ͳΒͳ
͍͜ͱΛֶͼ·ͨ͠ɻ
ɹ20�0年ʹ͸શੈଳͷ໿���͕Ұਓ฻Β͠ͱͳΓɺྸߴஉੑ୯਎ऀͷଟ͕͘
ະࠗ·ͨ͸ɺࢠͲ΋͕͍ͳ͍ͱ͍͏ੈ୅ʹͳΔͱ͍ΘΕ͍ͯ·͢ɻ͜ͷΑ͏ʹՈ଒ʹཔ
Εͳ͍୯਎ऀ͕૿͑ΔதɺҰਓ฻Β͚ͩ͠Ͱͳ͘෉්ͷΈੈଳ΍ଟ༷ͳੈଳͳͲ΁ͷ໨
഑Γͱɺ஍ҬͰͷ͑ࢧ߹͍͕Ұ૚ॏཁʹͳΓ·͢ɻྫ͑͹ɺࢧ֐ࡂԉʹ͓͍ͯ͸ʮѫࡰ
ΛަΘ͢ఔ౓ͷ؇΍͔ͳؔ܎ʯͰ͋ͬͯ΋͍ޓΛॿ͚Δҙ͕ࣝߴ·Γ·͢ɻͦͷͨΊɺʮ͍
ͭͰ΋૬ஊͯ͠ʯͱ଴͚ͭͩͰͳ͘ɺຊਓ͕ࠔΓ͝ͱʹ͍͍ͯͮؾͳ͍ՄೳੑΛྀ͠ߟɺ
ଟ৬छͰ՝୊Λڞ༗͢Δ͜ͱ͕͔ܽͤ·ͤΜɻ͞ΒʹʮෆࡏΧʔυʯͷ׆༻ͳͲɺࢧԉ
Λड͚Δଆ͕݉ؾͶͳ͘࿈བྷͰ͖Δʮ੠͕ग़͠΍͍͢޻෉ʯ͕૒ํͷෛ୲ΛݮΒ͠·͢ɻ
ɹ͜͏ͨ͠ࢧԉ΍ަྲྀͷ৔ͱͳΔࢠͲ΋৯ಊ΍஍ҬαϩϯͷΑ͏ͳʮ୭΋͕ू·ΕΔډ
৔ॴʯ͸ɺੈ୅Λ௒͑ͯਓͱ͕ܨΔਓੜͷج൫ͱͳΓ·͢ɻਓݮޱগ΍ੈଳͷখن໛Խ
͕ਐΉ͔Βͦ͜ɺ஍ҬͷதͰʮू·Γɺ࿩͠߹͏ʯػձΛॏͶɺ୭΋͕ࣗ෼Β͘͠฻Β
͠ଓ͚ΒΕΔ஍Ҭͮ͘Γ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ

「身近な地域、身近な世代と、身近くつながる」
講師：高野 和良氏
　　　（九州大学大学院 人間環境学研究院 共生社会学講座 教授）

10：00 開会
10：15～ 11：30 基調講演
13：00～ 16：00

第1分科会   顔が見える地域には、
安心がある

第2分科会   いろいろな入り口から
始まる居場所づくり

第3分科会  一緒だからできること

第4分科会   つくって描いて触れあ
おう「町の図工室」

スケジュール

第4分科会の様子

講師：高野	和良氏

第14回 なら小地域福祉活動サミット2026

各テーブルで話し合われた内容が
ボードに貼られました

ランチミーティングの様子

ランチミーティング

基調
講演
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新任理事のご挨拶

ɹ͜ͷ౓ɺಸྑݝੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձͷཧࣄʹब
೚͍ͨ͠·ͨ͠ɺࢢຽੜڠ׆ಉ૊߹ͳΒίʔϓͷ
੝ޱͱਃ͠·͢ɻͲ͏ͧΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·
͢ɻ
ɹͳΒίʔϓͰ͸ɺ૊߹һͱͷ઀఺Λେ੾ʹ͠ɺ
͔֬ͳ৘ใ΍঎඼ɺαʔϏεͷఏڙΛ௨ͯ͡ɺʮ૊
߹һʹపఈతʹدΓఴ͏ʯ͜ͱΛ͛ܝɺۀࣄͱ׆
ಈΛ͢͢Ί͍ͯ·͢ɻ·ͨɺʮ஍Ҭ·Δ͝ͱίʔ
ϓʯʮਓੜ·Δ͝ͱίʔϓʯΛ໨͠ࢦɺಸྑݝͷ͋
ΒΏΔ஍ҬͰɺੜ·ΕΔલ͔Β੕ʹؼΔ·Ͱɺ͘
Β͠ʹدΓఴ͍ଓ͚ΒΕΔଘࡏͰ͋Γ͍ͨͱ͑ߟ
͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺ͜͏ͨ͠஍Ҭͮ͘Γ͸ɺͳΒ
ίʔϓ͚ͩͰ࣮ݱͰ͖Δ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻͳ
Βίʔϓάϧʔϓ΍͞·͟·ͳεςʔΫϗϧμʔ
͸΋ͪΖΜɺಸྑݝੜڠ࿈ʹՃໍ͢Δੜڠ׆ಉ૊
߹ͷօ͞ΜͱɺͦΕͧΕͷڧΈΛੜ͔͠ͳ͕Βྗ
Λ߹Θ͍ͤͯ͘͜ͱ͕େ੾Ͱ͢ɻͦͷੵΈॏͶ͕ɺ
ಸྑݝੜڠ࿈͕͛ܝΔʮڠಉ૊߹ͷཧ೦ͱՁ஋Λ
ͭʹੜࣾձͮ͘ΓΛ͢͢ΊΔʯ͜ͱڞΊɺ஍Ҭ޿
ͳ͕Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
ɹੈքͰ͸ઓ૪΍ฆ૪͕ଓ͖ɺ෺Ձߴ΍ҟৗؾ৅
ͳͲɺ૊߹һͷ͘Β͠ΛऔΓ͘רෆ҆͸૿͍ͯ͠
·͢ɻಸྑݝʹ͓͍ͯ΋ɺਓݮޱগ΍গྸߴࢠԽɺ
஍ҬΠϯϑϥͷҡ࣋ͳͲɺ͞·͟·ͳ՝୊͕͋Γ
·͕͢ɺ͜ͷΑ͏ͳ࣌୅͔ͩΒͦ͜ɺਓͱਓͱ͕
ͭͳ͕Γɺ͑ࢧ߹͍ͳ͕Β஍Ҭͷ͘Β͠Λकͬͯ
͍͘ɺڠಉ૊߹ͷ໾ׂ͸·͢·͢ॏཁʹͳ͍ͬͯ
Δͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻੜڠӡಈͷݪ఺Ͱ͋Δʮฏ࿨
ͱΑΓΑ͍ੜ׆ʯͷ࣮͚ͯ޲ʹݱɺڠಉͷྗ͕ੜ
͖Δ஍Ҭڞੜࣾձͮ͘ΓΛɺಸྑݝੜڠ׆ಉ૊߹
࿈߹ձͷҰһͱͯ͢͢͠Ί͍͚ͯΔΑ͏ɺඍྗͳ
͕ΒྗΛਚͯ͘͠·͍Γ·͢ɻ

ɹಸྑཱݝେֶੜڠཧࣄ௕Λ຿Ί·֞͢ؠਅਓͱ
ਃ͠·͢ɻ͜ͷͨͼಸྑݝੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձͷ
ཧࣄʹब೚͍ͨ͠·ͨ͠ͷͰɺۘΜͰ͝ѫࡰਃ͠
্͛·͢ɻ
ɹಸྑཱݝେֶੜڠ׆ಉ૊߹΋ͦͷҰཌྷΛ୲͍·
͢େֶੜڠ͸ɺʮڠಉʯʮྗڠʯʮཱࣗʯʮࢀՃʯͷ
࢛ͭͷ໋࢖ͷ΋ͱɺֶੜɾӃੜɾཹֶੜɾڭ৬һ
͕ͱ΋ʹ͑ࢧ߹͍ͳ͕Βେֶੜ׆Λॆ࣮ͤ͞Δ৔
Λங͍ͯ·͍Γ·ͨ͠ɻͪͨࢲಸྑཱݝେֶੜڠ
΋ɺʮಸྑͷݟൃ࠶Λ௨ͯ͠೔ຊͱੈքʹ͢ݙߩ
Δʯͱ͍͏ຊֶͷֶݐͷਫ਼ਆͷԼɺ஍Ҭ૑଄ֶ෦
͕ҭΉจཧ༥߹ͷ૯߹஌ͷ࣮ݱΛ໨ͭͭ͠ࢦɺଟ
༷ͳ૊߹һ͕҆৺ֶͯ͠΂Δͮ͘ڥ؀Γͱɺڭ৬
һɾֶੜͷڠಉͷྠΛ͛޿Δ͜ͱʹऔΓ૊ΜͰ·
͍Γ·ͨ͠ɻޙࠓ΋ɺͦͷ্Ͱ͞Βʹɺେֶͱ஍
ҬΛ݁Ϳۀࣄͷ͞ΒͳΔॆ࣮Λ௨͡ɺಸྑݝੜ
େֶཱݝɺಸྑͭͭ͠ݙߩಉ૊߹࿈߹ձʹ΋ڠ׆
ͷཧ೦ͷ࣮ݱΛਤͬͯ·͍Γ͍ͨͱ͓ͯ͑ߟΓ·
͢ɻ
ɹ͍·ɺ΢ΫϥΠφ΍த౦ΛΊ͙Δ৘੎ͳͲɺੈ
քͰ͸ฏ࿨͕͔͞ڴΕΔग़དྷ͕ࣄ૬͍࣍Ͱ͓Γ·
͢ɻ͔ͩΒͦ͜ɺ͘Β͠ͱฏ࿨ΛकΓɺڠಉͷྗ
Ͱ͑ࢧ߹͏ੜڠͷҙٛ͸ɺ͜Ε·ͰҎ্ʹେ͖͍
ͱ͓ͯ͡ײΓ·͢ɻಸྑ͸౎Ͱͳ͘ͳ͔ͬͯΒ
ઍೋඦ年༨ΓΛͯܦͳ͓ɺ༗ܗແܗͷจԽΛ஍Ҭ
ͷதͰड͚͍ܧͰ͖ͨك༗ͳ౔஍Ͱ͢ɻ͜ͷ௕͍
࣌ؒ࣠ʹֶͿͱ͖ɺ໨ઌͷར֐Λ௒͑ͯ࣍ੈ୅ͷ
͘Β͠Λݟਾ͑Δڠಉ૊߹ͷӦΈͷҙຯΛɺ͋Β
ͨΊ࣮͍ͯͨ͠ײ·͢ɻಸྑݝੜڠ࿈ͷجຊํ਑
ʹ͋Γ·͢ͱ͓Γɺձһੜؒڠͷ࿈ܞͱަྲྀΛਂ
Ίɺڠಉ૊߹ؒڠಉͷωοτϫʔΫΛڧΊΔͱͱ
΋ʹɺߦ੓΍஍Ҭͷॾஂମͱ΋ྗΛ߹Θͤͳ͕Βɺ
ʮڠಉਫ਼ਆ͕ଉͮ҆͘৺҆શͳ฻Β͠ɾ஍Ҭͮ͘
Γʯͷ࣮͚ͯ޲ʹݱɺͪͨࢲ΋ඍྗͳ͕Β͠ݙߩ
ͯ·͍ΔॴଘͰ͢ɻ
ɹޙࠓͱ΋͝ࢦಋ͝ฬᎪΛࣀΓ·͢Α͏ɺͲ͏ͧ
ΑΖ͓͍͘͠ئਃ্͛͠·͢ɻ

市民生活協同組合ならコープ
専務理事

盛口　　篤

奈良県立大学生活協同組合
理事長

岩垣　真人
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応援応援応援

ɹ̓月�1೔ಸྑঁࢠେֶੜڠ৯ಊͰɺಸྑݝੜڠ࿈ͷएऀ
ԠԉϓϩδΣΫτಸྑ2026ç̎ճ໨ͷϑʔυύϯτϦʔΛ
;ͷ૊߹һ͞ΜʹΑΔʮ͓ڠΫϥϒੜ׆ɻੜͨ͠·͠ࢪ࣮
͘Θ͚ʯͱ͍ͯͯͬ͠ࠔΔֶੜ͞ΜͷͨΊʹد෇ͯͩ͘͠
ͬͨ͞നถ̑ᶵೖΓ�6ାΛ̓月্
०ʹ௖͖·ͨ͠ɻগ͠Ͱ΋ଟ͘ͷ
ֶੜ͞Μʹ͓ಧ͚͍ͨ͠ͱ͍͏ੜ
௕͞Μͷ૝ࣄՆ໨ཧڠΫϥϒੜ׆
͍͔Βɺࣄલʹ̑ᶵೖΓାΛ̎ͭ
ʹ෼͚Δۀ࡞Λ͍ߦɺ�2ਓʹ഑෍

Ͱ͖·ͨ͠ɻҾ݊׵Λ̍࣌ؒલ͔Β഑෍ͨ͠ͱ͜Ζɺ௕͍ྻ͕Ͱ͖ɺ։࢝༧ࠁ࣌ࠂͷ1�࣌�0
෼͔Β໿10෼Ͱऴྃ͠·ͨ͠ɻऔΓʹདྷΒΕֶͨੜͷ͏ͪɺྈੜͱԼ॓ੜ͕��ˋɻ͍ͯͬࠔ
Δཧ༝͸ɺʮੜ׆අ͕͕͋ͬͨʯ����ˋɺʮΞϧόΠτऩೖ͕ͨͬݮʯ22�6ˋɻ෺ՁߴಅͰֶ
ੜ͞Μͨͪ΋͍ͯͬࠔΔ࣮ଶ͕෼͔Γ·ͨ͠ɻ

お米の配布の様子

食堂前の長い列

ɹੜ׆Ϋϥϒੜڠಸྑ͞Μ͸ɺಸྑݝੜڠ࿈ͷएऀԠԉϓϩδΣΫτಸྑͷେֶ
ੜڠͷֶੜ͞Μ΁ͷࢧԉʹ͓;͘Θ͚ʢ৯ࡐͷد෇ʣ׆༻ઌͱͯ͠ࢦఆ͞Ε͍ͯ
·͢ɻʮ͓;͘Θ͚ηοτʯ͸ੜ׆Ϋϥϒͷ෺ྲྀ໢Λ׆༻͞Ε͓ͯΓɺʮ͓;͘Θ
͚ถʯ͸ఏܞੜऀ࢈Ͱ͋Δશ೶ύʔϧϥΠεʢגʣ͓Αͼશ೶άϧʔϓͷྗڠʹ
ΑΓɺएऀԠԉϓϩδΣΫτಸྑʹೲ඼͞Ε͍ͯ·͢ɻ

奨学金を借りて大学
に通っている身であ
り、日々の生活費も
嵩む中のお米のご支
援は本当にありがた
いです。

生活費があがった

アルバイト収入が
減った

生活が困っている理由は何ですか

77.4％

22.6％

学生の声

（生活クラブ生協HPより抜粋）
　食事に困っている人が増えているような状況は、組合員にとっても決して他人事では
ありません。そこで、組合員が食材を注文することで支援に参加できる「おふくわけ」
を2024年からはじめました。「おふくわけ」は、組合員が注文した数量分の食材を、地
域の食べものを必要としている人に届けるしくみです。「おふくわけ」として注文された
食材をまとめて地域のフードバンク団体や配送センターに届け、そこを通じて食の支援
を必要とするところに年３回（春、夏、冬）お届けします。

組合員さんに配布された
「おふくわけ」のチラシ
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ɹۙـ஍۠ੜڠ෎ݝ࿈͕࿈ͯ͠ܞ͸͡·ͬͨαϩϯ׆ಈ͕̔月20೔͔Β21೔ʹ͔͚
͓ͯ͜ͳΘΕ·ͨ͠ɻಸྑݝੜڠ࿈ͱͳΒίʔϓͷ৬һɺͦͯ͠ಸྑͷେֶੜ໊̏
ʢಸྑڭҭେֶ໊̍ɺಸྑঁࢠେֶ໊̎ʣΛؚΉ໊͕̓ܭɺੴ઒ݝೳొொͷ༄ాެຽ
ؗͱळ٢ެຽؗΛ๚Εɺඃࡂ஍ࢧԉαϩϯ׆ಈΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ༄ాެຽؗͰ͸10�৯ͷͨ͜ম͖Λఏ͠ڙ·ͨ͠ɻ஍ݩͷ཮্෦ֶੜͨͪ΋ࢀՃ͠
ձ৔͕େ͍ʹ੝Γ্͕Γ·ͨ͠ɻॳΊͯͨ͜ম͖࡞Γʹ௅ઓ͞Εͨॅຽͷ͓ͻͱΓ
͸ɺ࿅शΛॏͶΔ͏ͪʹʮ஛۲ೋ౛ྲྀʯͰඒ͘͠ম্͖͛Δ࿹લΛशಘ͞Ε·ͨ͠ɻ
͓ྱͱͯ͠ɺαϩϯ׆ಈϝϯόʔશһʹख࡞Γͷʮͯ͵͙͍๧ࢠʯΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻͨ͜ম͖Λ௨ͯ͡ɺ஍Ҭͷํʑͱ
ͷަྲྀΛਂΊ஍Ҭͷ͚͍ͨ͋͢΍ػ͏͚͔͋ʹؾձʹͳͬͨͷͰ͸ͳ͍͔ͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ɹۛࢻαʔΫϧͷ͓ͻͱΓ͔Βඒ͍͕ͦۛ͠ࢻͷ৔Ͱ൸࿐͞ΕΔͳͲɺԹ͔͍จԽަྲྀ͕
ੜ·Ε·ͨ͠ɻ
ɹळ٢ެຽؗͰ͸��৯ͷͨ͜ম͖Λఏ͠ڙ·ͨ͠ɻʮ͝Ո଒ͷ෼΋ͥͻ͓࣋ͪؼΓͩ͘͞
͍ʯͱελοϑ͔Βੵۃతʹ੠͔͚Λ͜͏ߦͱͰɺඞཁͳՈఉ΁࣮֬ʹಧ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖
·ͨ͠ɻ·ͨɺۙॴͷॅຽͷํ͕ࣗ୐Ͱ࠾ΕͨεΠΧΛࠩ͠ೖΕͯͩ͘͞ΔͳͲɺ૒ํ޲
ͷ৴པ͕ؔ܎ங͔Εͨૉ੖Β͍࣌ؒ͠ͱͳΓ·ͨ͠ɻ׆ಈͷ߹ؒʹɺݱ஍Ͱ௕年׆ಈ͢Δ
/(0ʮ݁ʯͷ੢୩͞Μ͔Βݱ஍ঢ়گΛ͓ฉ͖͠ɺೳొͰٻΊΒΕΔίϛϡχςΟʹدΓఴ
͏ΏΔ΍͔ͳࢧԉͱॅຽओମͷ෮ڵମ੍΁ͷҠߦɺͦͯ͠۽ຊɾණ઒ொͰଓ͘ੜ׆༻ਫͷ
ϥετϫϯϚΠϧ˞ࢧԉͷ՝୊ʹ͍ͭͯཧղΛਂΊ·ͨ͠ɻ
ɹ਒ࡂͷχϡʔε͕೔ৗ͔ΒബΕͭͭ͋Δ͔ͩࠓΒͦ͜ɺʮඃࡂ஍ͷϦΞϧͳݱঢ়ʯʹؔ
৺Λ࣋ͪଓ͚Δ͜ͱ͕େ੾Ͱ͢ɻ͜Ε͔Β΋෺͚ͩͰ͸ͳ͍ɺਓͱਓͱͷʮ͓͠Ό΂Γʯ
΍ʮসإͷަྲྀʯΛ൐͏ΏΔ΍͔ͳឺͮ͘ΓΛɺଓ͚ͯ·͍Γ·͢ɻ
※必要としている避難所まで届かない災害時の物流に関する課題

ɹ̔月1�೔ɺ࣎լݝͰʮۙـ஍۠ੜڠɾߦ੓߹ಉձٞʯ͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
෺Ձߴʹ௚໘͢Δதɺੜڠͱߦ੓͕࿈͠ܞɺ஍Ҭͷੜ׆Πϯϑϥ΍ηʔϑςΟ
ωοτΛҡ࣋ɾߏங͢Δڠಇͷ͋Γํ͕ଟ֯తʹٞ࿦͞Ε·ͨ͠ɻ
ɹۙـ஍۠෎ݝ࿈ٞڠձ୅දͰฌݝݿੜڠ࿈ձ௕ཧࣄͷࢁؠརࢯٱ͸։ձ͋
͍ͭ͞Ͱɺҩྍੜڠͷ੺ࣈղফʹ͚޲ʮܦӦ҆ఆͱج൫ڧԽʯͷඞཁੑʹ৮

ΕΒΕ·ͨ͠ɻ
ɹް࿑লͷҏ౻ࢯ࢘޾͸ࣾձ෱ࢱ๏վਖ਼ʹΑΔ਎
ੜڞԉͷຊ֨Խʹ৮Εɺ஍ҬࢧऀྸߴΓͷͳ͍د
ࣾձͷ࣮ݱΛ୲͏ॏཁ૊৫ͱͯ͠ੜڠͷॿ͚߹͍ωοτϫʔΫʹظ଴Λͤد·ͨ͠ɻ
ɹ೔ຊੜڠ࿈ͷদຊࢯ࢘ܓ͸ੜ׆Πϯϑϥͱͯ͠ػೳ͢ΔશࠃੜڠͷऔΓ૊ΈΛใࠂɻಛ
ผߨԋͰ͸ൺՅ੓ࢯߒʢ+$"લ୅දཧࣄઐ຿ʣ͔Βɺ෱ۀࣄࢱͷܧଓʹ͸ʮࢤɾՊֶతܦ
ӦɾॅຽࢀՃʯͷ̏ཁૉ͕͔ܽͤͣɺެӹݙߩͱཱࣗΛ͑ࢧΔʮڠಉ૊߹جຊ๏ʯཁߝҊ
ͮ͘Γͷಈ͖ʹ͍ͭͯ࿩͞Ε·ͨ͠ɻ

能登被災地支援サロン活動

会場の様子

講師の比嘉政浩氏

地元陸上部の学生

会場の様子

近畿の４つの先進事例報告
●滋賀県（消費者行政）： 生協と協定を結び、AIトラブルや詐欺対策、見守り活動等を推進。
●コープこうべ（食品ロス削減）： 手前取りやフードドライブ等で廃棄物を半減し４億円超のコストを削減。
●京都生協（買い物支援）： 送迎車を拡大運用し、移動支援とともに移動中の交流で孤立を防止。
●消費者支援機構関西（KC’s）： 不当表示等の是正や被害回復、事業者との信頼構築を推進。

　誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりには、組織を超えた「つながる力」と住民の「主体的参加（役割）」
が不可欠です。複雑化する地域課題に対し、行政と民間組織がパートナーシップを深める重要性を考える機会と
なりました。

奈良から参加した学
生の感想

ߢ⋠ಽの⥄ޔ߈ⴕߦ⃻࿾ޟޓ

⷗ߣߎࠆのᄢಾߐをቇޠߛࠎ

たߒ߈↢߈↢のޘ࿾ၞのᣇޟ

ᆫߦర᳇をいたߛいたߣޠ

い߁ჿ߇਄ࠅ߇ま
ޕたߒ

第37回近畿地区生協・行政合同会議
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ɹ̔月2�೔ಸྑ๷ࡂϓϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձશମձ͕ɺಸྑࣾݝձ෱ࢱ૯߹ηϯλʔͰ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻಸྑ๷ࡂϓ
ϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձ͸ɺٹ֐ࡂԉٴͼ෮ࢧڵԉ׆ಈʹ͓͚Δଟ༷ͳஂମɾؔػͱͷ࿈ܞฒͼʹ๷͚ͨ޲ʹࡂ஍Ҭ·
ͪͮ͘Γ΁ͷීٴɾ׆ൃܒಈΛ͸͔Δ໨తͰɺ�2ஂࡏݱମ͕ࢀՃ͓ͯ͠Γɺ౰೔2�ஂମ͕ࢀՃ͠·ͨ͠ɻಸྑࣾݝձ
෱ٞڠࢱձ૯߹ϘϥϯςΟΞηϯλʔ͕ࣄ຿ہΛ୲͍ͬͯ·͢ɻ̒月ͷݝ಺߽Ӎ֐ࡂʹ͔͔Δੜۨ֐ࡂࢢϘϥϯςΟ
Ξηϯλʔͷܦաͱ՝୊ɺಸྑ๷ࡂϓϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձʹ͓͚ΔػೳڧԽͱࣥߦମ੍ͷ੔උʹ͚޲ɺࢀՃஂମʹ
ΑΔฏ࣌ɾ࣌֐ࡂʹͰ͖Δ͜ͱͷ৘ใަ׵Λ͓͜ͳ͍·ͨ͠ɻ

ɹಸྑ๷ࡂϓϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձίΞஂମձٞʢಸྑݝੜڠ࿈ؚΉ10ஂମʣʹΑͬͯɺࠓ年౓͸̒月ɺ̓月ɺ̔月ɺ
̕月ʹɺಸྑ๷ࡂϓϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձͷػೳڧԽͱࣥߦମ੍ͷ੔උʹ͚޲ɺٞڠΛॏͶ͍ͯ·͢ɻ
ίΞஂମձٞͷ৘ใڞ༗ͱٞڠͷ಺༰͸ɺ
ᶃ�̒ 月ɿಸྑ๷ࡂϓϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձͷػೳڧԽͱࣥߦମ੍ͷ੔උʹ͚޲ɺࣄ຿͔ہΒ೔ຊஂࡒॿ੒ۀࣄɾॿ੒
ϓϩάϥϜʮͭͳ͙νʔϜͰ࣮͢ݱΔඃࢧऀࡂԉମ੍ͱ࣮ફత܇࿅ʯͷఏҊ͕͋Γ·ͨ͠ɻʮࢧԉମ੍ͷ੔උʯʮඃ
ʯʮ஍Ҭࣾձ΁ͷೝ஌֦େʯ͕ॏཁͰɺ͜ࢪ࿅ͷ࣮܇૝ఆͷࡂ ΕΒͷ࿈བྷௐ੔ج൫ͷ੔උΛ͓͜ͳ͏ʮͭͳ͙νʔϜʯ
͕ඞཁͩͱͷೝࣝΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ
ᶄ�̓ 月ɿ̒月ͷݝ಺߽Ӎ֐ࡂʹΑΔੜۨࢢɾಸྑࢢͷঢ়گͱɺࢧԉͷਐ௙ঢ়گΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻচ্ɾচԼਁਫͷඃ
༗ڞ຿Ͱ͋ΓɺαʔΩϡϨʔλʔͷ֬อͱઃஔʹຉ૸͞Εͨ͜ͱΛٸ૩ͤ͞Δ͜ͱ͕סଟ਺͋ΓɺՆ৔ʹΉ͚͕֐
͠·ͨ͠ɻ

ᶅ�̔ 月ɿ̓月ͷ۽ຊ஍਒ͷࢧԉঢ়گ౳ʹ͍ͭͯɺ໠ॵɾࠅॵͷͳ͔ඃऀࡂ͸ڕࡶ৸͕ଓ͖೤த঱ϦεΫɾ໋ʹ͔͔Θ
Δঢ়͕گ՝୊Ͱ͋Δ͜ͱΛڞ༗͠·ͨ͠ɻݱ஍ͷ֐ࡂதؒࢧԉ૊৫ʹΑΔ৘ใڞ༗ձٞ͸�00໊ʹΑΔΦϯϥΠϯ
Ͱ։͞࠵Εɺࢧ֐ࡂԉɾϘϥϯςΟΞ1�෼໺͝ͱʹใ͕ࠂͳ͞Εڞ༗͕͸͔ΒΕ͍ͯͨͱͷ͜ͱͰͨ͠ɻ
ᶆ�̕ 月ɿಸྑݝͷ๷ࡂʹؔͯ͠ɺߦݱͷಸྑ๷ࡂϓϥοτϑΥʔϜ࿈བྷձ͸ɺ͋͘·Ͱ΋؇΍͔ʹͭͳ͕ΔऔΓ૊Έ
Ͱ͋Γɺ̒月ͷੜۨࢢɾಸྑࢢͷ߽Ӎ֐ࡂͷن໛Ͱ΋े෼ʹػೳͨ͠ͱ͸ͣ͑ݴɺࡕਆ୶࿏ɺ౦೔ຊɺೳొ൒ౡɺ
ங͕ෆՄܽͰ͋Δ͜ͱ͸ίΞஂମձٞͰߏԉ͕ಧ͘ମ੍ͷࢧʹΒɺਝ଎͔ͭ໢ཏత͔܇ڭ΍ݧܦຊ஍਒ͷ۽ճͷࠓ
΋֬ೝ͠·ͨ͠ɻ๏ਓ֨Λ࣋ͭஂମͷ݁੒ͱɺଟ༷ͳؔ
ͷҭ੒͕ࡐରԠΛલʹਐΊΔத֩ਓ֐ࡂΛͭͳ͗ɺऀ܎
ʹ௨ೝࣝͱ͠·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺඇৗڞ຿Ͱ͋Δ͜ͱΛٸ
ॏཁͰେ͖ͳ՝୊Ͱ͋Γɺ֤ஂମ͸൑அ͕͔ͭͣಈ͖͔
Ͷ͍ͯΔଆ໘΋͋Γ·͢ɻ
ɹಸྑڠࣾݝͱಸྑݝੜڠ࿈ͱͰฒٞڠͯ͠ߦΛॏͶ͍ͯ
·͢ɻಸྑڠࣾݝͱ࿈͠ܞɺੜڠͷڧΈΛ͍͔ͨ͠औΓ૊
ΈΛਐΊͳ͕Βɺඞཁͳਓࡐ΍ۚࢿͷௐୡɺݝ಺ۀا΍
/10ͷྗڠΛ֦͛Δ͜ͱʹྗΛ஫͍͗ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

奈良防災プラットフォーム連絡会の
機能強化に向けて

　事務局から、飲料やタオルの提供希望があり、ならコープと奈良県生協連から飲料を提供し、事務局が現
地に届けてくださいました。生駒市ボランティアセンターから事務局を通じて、７月17日の資機材等の撤収
の応援要請があり、奈良防災プラットフォーム連絡会会員でもあるならコープに相談し、２名応援とトラッ
クを出していただきました。
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ɹ̓月21೔ୈ�1ճಸྑڠݝಉ૊߹σʔͷͭͲ͍͕ϦΨʔϨय़೔໺ʢಸྑ
Ε·ͨ͠ɻ͞࠵ʣͰ։ࢢ
ɹ̍年ʹ̍ճ։͞࠵Ε͓ͯΓŊ ಸྑݝ৯೶෦΍ڥ؀৿ྛ෦ɾ஍Ҭ૑଄෦
ʢݝຽ͘Β͠՝ʣʹ͝ྟ੮͍͖ͨͩདྷෂΛ୅දͯ͠৯೶෦͔Βͷ͝ѫࡰ
͕͋Γ·ͨ͠ɻ೶ڠۀಉ૊߹ɺ৿ྛ૊߹࿈߹ձŊ ಸྑݝੜڠ࿈ձһੜڠ
ͷ֤ஂମͷ໾৬һ100໊͕ग़੮͠·ͨ͠ɻ
ɹίʔϓΈ΍͖͟ސ໰ͷਅํ࿨உ͞ΜΛࢣߨʹ͓ܴ͑͠ɺʮڠಉ૊߹ͷ
ՄೳੑΛ͑ߟΔʯΛςʔϚʹߨԋ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻίʔϓΈ΍͖͟Ͱ͸
ʮձࣾʯ͸ʮ̑ਓͷਓΛͤ޾ʹ͢ΔͨΊʹ͋Δʯͱ͍͏͔ํ͑ߟΒɺ̑ ਓʢ৬

һͱͦͷՈ଒ɺऔҾઌɺ૊߹һʢ٬ސʣɺ஍Ҭࣾձɺגओʢ૊߹һͷ͜ͱʣʣ
ʹɺ͍ ͔ʹॏ͖Λஔ͖ӡӦ͞Ε͍ͯΔ͔Λɺྫ Λͯ͛ڍ঺հ͍͖ͨͩɺ
͞Βʹ໰୊ҙࣝΛ໰͍͔͚ΒΕ·ͨ͠ɻʮh ૊߹һ͞Μ͕͍Δʱ૊৫͸
ཧͷྗݪ੠Λௌ͖Ԡ͑ੜ͔͠ଓ͚͍ͯ͘͜ͱ͕ʹ݋ಉ૊߹͚ͩɻਅڠ
ΛҾ͖ग़͢͜ͱʹͳΔɻh ફత࣮͚ͯ޲ʹӦֶʱͷཱ֬ܦಉ૊߹ͷڠ
ͳνϟϨϯδΛ͍ͯ͜͠͏ʯͱకΊ͘͘ΒΕ·ͨ͠ɻߨԋޙŊ ಸྑݝ
ΑΔྉཧ͕ฒͼŊʹࡐͷ৯࢈ ೶ڠۀಉ૊߹ɺ৿ྛ૊߹࿈߹ձɺಸྑݝ
ੜڠ࿈ձһੜྲྀަ͕ڠΛਂΊ·ͨ͠ɻ

第31回 奈良県協同組合デーのつどい

　国際協同組合デーは、毎年７月の第１土曜日に開催され、協同組合の重要性を認識し、その理念を広
めることを目的としています。奈良県では協同組合間協同の一層の前進を願い、奈良県農業協同組合
中央会、奈良県農業協同組合、全国共済農業協同組合連合会奈良県本部、奈良県森林組合連合会、奈
良県生活協同組合連合会の５協同組合で構成する奈良県協同組合連絡協議会の主催で、各協同組合の
役職員が集まって研修と交流会を開催しています。

コープみやざき顧問の真方和男さん

奈良県産食材による料理を囲んだ懇親会の様子

こども食堂にJAならけん寄贈米を配布

ɹ̔月ʹ+"ͳΒ͚Μ͕ɺ͜Ͳ΋৯ಊࢧԉʹͱಸ
ճͰ̐ճࠓଃ͞Ε·ͨ͠ɻدถΛ͓ʹڠࣾݝྑ
໨ʹͳΓ·͢ɻݝ಺ొ࿥͜Ͳ΋৯ಊʹಸྑࣾݝ
๬਺Λ͓ฉ͖͠ௐ੔ͷ্ɺ֤ձ৔ʹͱΓر͕ڠ
ʹདྷ͍ͯͨͩ͘͜ͱʹͳΓ·ͨ͠ɻಸྑݝੜڠ
࿈͸ಸྑڠࣾݝͱͱ΋ʹಸྑ͜Ͳ΋৯ಊωοτ

ϫʔΫڞಉࣄ຿ہͱͯ͠Ұ෦Λ୲౰ɻݝશମͰ͸�2ஂମ΁നถ
̑ᶵೖΓ���ାɺͦͷ಺ɺಸྑݝੜڠ࿈͕୲౰ͨ͠ͷ͸ಸྑɾఱ
ཧɾࢁล஍۠ͷ͜Ͳ΋৯ಊͰɺ+"ͳΒ͚Μദ໦ࢧళͷ૔ݿͰ̕
月1�೔1�0ାΛ2�ஂମʹ͓౉͠͠·͠
ͨɻͲͷஂମ΋ʮ͓ถ͸େมॿ͔Δʯͱ
͕ࢠಈͷ༷׆ͷ੠ɻ͜Ͳ΋৯ಊͷँײ
ؾΛ௨ͯ͡+"ͳΒ͚Μʹ͓ྱͷڠࣾݝ
࣋ͪͱڞʹͯ͠ಧ͚ΒΕΔ༧ఆͰ͢ɻ

ɹ̕月1�೔ɺಸྑݝੜڠ࿈ཧࣄձऴྃ
ɺۙమಸྑӺۙ͘ͷళͰ2026年౓ձޙ
һੜڠཧࣄ௕ަྲྀձΛ։͠࠵·ͨ͠ɻ
ͭ̕ͷձһੜ͔ڠΒཧࣄ௕΍ݝ࿈໾һ
ͳͲ26໊͕ࢀՃ͠·ͨ͠ɻ֤ձһੜڠ
ͷօ͞Μ͔Βۙگͷใ͕͋ࠂΓ·ͨ͠ɻ
͜ͷަྲྀձ͸年ʹҰ౓։͞࠵Ε͓ͯΓɺ
ීஈձ͑ͳ͍֤ੜڠͷཧࣄ௕͞Μͱ΋
߹Λإ͍ޓ͓
Θͤɺ֤ੜڠ
Λ௒͑ͯ਌͠
͘ަྲྀΛਂΊ
ΔػձͱͳΓ
·ͨ͠ɻ

理事長交流会を開催
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ɹಸྑݝੜڠ࿈͕׆ಈΛԠԉ͍ͯ͠ΔϑʔυόϯΫஂମʮ΋ͬ
͍ͨͳ͍/"3"ʯ͸ɺྩ࿨̑ʢ202�ʣ年ͷઃཱҎདྷɺ·ͩ৯΂
ΒΕΔ৯඼Λʮୗ͢ʯͱʮड͚औΔʯͰͭͳ͙ɺڥ؀ͱ෱ࢱͷ
྆໘͔Β৯඼ϩεݮ࡟ʹऔΓ૊ΜͰ͓ΒΕ·͢ɻ�୭΋͕஍ҬͰ
ͦͷਓΒ͘͠฻ΒͤΔࣾձͮ͘ΓͷͨΊɺد෇͞Εͨ৯඼౳Λ
ձͳͲ΁ಧ͚Δʮதؒٞڠࢱ಺ͷϑʔυόϯΫஂମ΍ࣾձ෱ݝ
ԡ͍ͯ͠͠·͢ɻޙΛࢱԉஂମʯͱͯ͠ɺ৯Λ௨ͨ͡஍Ҭ෱ࢧ

ɹ202�年ɾ2026年ͷ̎ճͷʮ৯Λ௨ͨ͡ωοτϫʔΫͮ͘ΓަྲྀձʯΛ௨ͯ͠ɺ஍Ҭͷ෱ڌࢱ఺
Ͱ͋ΔࢢொଜࣾڠΛத৺ͱͨ͠ʮ͓ถࢧԉʯ͕ల։͞Ε·ͨ͠ɻݝ಺શ��ͷࢢொଜࣾڠ΁Ҋ಺Λ
΋ͱʹɺ͝ر๬͍͍ͨͩͨࣾڠ΁دෟऀ͔ΒͷԹ͔͍͝ࢧԉʹΑΔ͓ถ͕͓ಧ͚͞Ε·ͨ͠ɻ͜
Ε·Ͱ࣮ͨ͠ࢪϑʔυϨεΩϡʔͰ͸ɺୈ̍ճʢ̑月2�೔ʣʹ12ࢢொଜࣾڠɺୈ̎ճʢ̔月̑೔ʣ
ʹ΋1ࢢ�ொଜࣾڠ΁ࢧԉͷྠ͕͕޿Γ·ͨ͠ɻ

【南エリアへの配送と今後の展望】 
ɹ๺෦ͷडऔڌ఺·Ͱ͓ӽ͍ͨͩ͘͠ͷ͕
ೆ෦ΤϦΞͷ࣮৘ʹରԠ͢ΔͨΊɺݝ೉ͳࠔ

ޒ஍ώΞϦϯάΛ݉ͶͯɺಉஂମΑΓݱ৔ͷ͓࿩Λ͓ฉ͖͢Δݱ
ᑍڠࣾࢢͱࠇୌଜࣾڠ΁௚઀͓ถΛ͓ಧ͚͞Ε·ͨ͠ɻޙࠓ͸ɺ
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配布食品の確認作業と配付

【第１回】キックオフ交流会（2025年２月４日）
　奈良県社会福祉総合センターにて開催。県内
９市町村社協やならコープなどが参加し、天理
大学・渡辺一城教授の基調講演、３団体の事例
報告、意見交換を通じて、
地域の課題や食を通じた
支援・協働について共有
されました。

【第２回】交流会（2026年２月５日）
　コープふれあいセンター六条にて開催。渡辺一
城教授から「共に食べること」の重要性について
お話しいただき、３団体の事例報告を通じて、食
が「働く喜びや役割意識」につながることや、相
談支援の場としての可能
性など、食の多様な価値
が再確認されました。

食を通じた温かいネッ
トワークを奈

良のまちへ

「託す」と「受け取る」をつなぐ、
もったいないNARAの新たな取り組み

市町村社協へ届ける「お米支援」フードレスキューと日常的な取り組み

　地域の中で助け合いの輪を広げるため、ならコープ各店舗のご協力のもと「フードド
ライブボックス」を設置しています。国の災害用備蓄食品の提供なども活用しながら、
いただいた缶詰やレトルトカレーなどの食品を、必要としている方々の支援へと大切に
つないでいます。
　皆様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。 もったいないNARA 防災備蓄品のひじき缶



県連日誌

7月

1日（水）	ピースアクションをすすめる会
8日（水）	奈良防災プラットフォーム

連絡会コア会議
9日（木）	福谷副知事との懇談、奈

良こども食堂ネットワーク
フォーラム

16日（木）	第２回理事会
関西消費者団体連絡懇談会

17日（金）	近畿地区生協府県連協議会
（兵庫）

18日（土）	ピースアクションinなら2026 
21日（火）	第31回奈良県協同組合デ

ーのつどい
22日（水）	県社協・地域における社会

参加・社会貢献活動促進
に向けた検討会

23日（木）	憲法学習会実行委員会、
関西地連運営委員会・県連
活動推進会議、なら消費
者ねっと理事会

25日（土）	平和のための奈良市戦争
展・ピーなら登壇

25日（火）	奈良防災プラットフォーム
連絡会全体会

27日（木）	憲法学習会実行委員会、
近畿労働金庫との懇談、な
ら消費者ねっと理事会

28日（金）	ならコープ理事会、奈良県
南部東部振興監との懇談

29日（土）	なら小地域福祉活動サミット

9月

3日（木）	日本生協連DE＆I・ジェン
ダー平等セミナー

8日（火）	能登半島被災地支援オンラ
イン会議、日本生協連歴史・
現在・未来ダイヤログ食の
安全

9日（水）	会員生協組合員理事交流
会実行委員会

17日（木）	第3回理事会・会員生協理
事長交流会

18日（金）～19日（土） 全国県連活動
交流会

24日（木）	なら消費者ねっと理事会
28日（月）	吉野共生プロジェクト推進

委員会
29日（火）	県社協・社会貢献会議

27日（月）	吉野共生プロジェクト推進
委員会

29日（水）	奈良県社協・奈良県生協連・
ならコープ合同研修会

31日（金）	奈良労済生協総代会、若
者応援プロジェクト奈良
2026 in 奈良女子大学生協

（おふくわけ米）

8月

8日（土）	消費生活フェア・橿原イオン
9日（日）	奈良県のヒバクシャの声手

記集編集委員会
12日（水）	奈良県社協との防災協議
13日（木）	もったいないNARAとの協

議、コープ共済連聞き取り
17日（月）	ピースアクションをすすめる

会、県社協・ならコープ・
奈良県生協連三者協議

18日（火）	奈良県社協との共創協議、
奈良国立大学機構との大
学寄付講座協議

19日（水）	近畿地区生協・行政合同会
議（滋賀）

20日（木）～21日（金） 能登半島被災
地支援活動

22日（土）	あすなら平和の集い（協同福祉会）

全
社
協
会
長

村
木
厚
子
さ
ん
か
ら
「
協
同
組

合
に
よ
る
若
者
・
こ
ど
も
の
た
め
の
大
き
な
応
援

団
を
つ
く
る
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
機
会
が

あ
っ
た
。
貧
困
格
差
が
広
が
る
な
か
、
経
済
成
長

へ
の
影
響
、
貧
困
連
鎖
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

た
め
（
鎖
は
最
も
弱
い
と
こ
ろ
か
ら
切
れ
る
）、

再
配
分
の
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

２
月
1�
日
（
土
）
生
協
大
会
で
の
村
木
厚
子
さ
ん

講
演
会
で
は
多
く
の
方
々
と
共
有
し
た
い
。
（
武
）

「
家
庭
内
孤
立
」
と
い
う
記
事
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。
同
居
し
て
い
る
家
族
と
の
会
話
時
間
が

1
日
1�
分
未
満
で
、
家
の
中
で
一
人
で
過
ご
す
時

間
が
長
い
状
態
と
定
義
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
わ
が

家
で
は
…
。

（
和
）

温
暖
化
が
暴
走
を
始
め
た
！
今
夏
は
各
地
で
酷

暑
と
日
照
り
と
大
洪
水
。
と
う
と
う
氷
河
の
融
解

が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
ネ
パ
ー
ル
の
大
規
模
土

石
流
の
発
生
。
世
界
中
で
リ
ス
ク
は
高
ま
る
ば
か

り
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
！

（
順
）

中
学
２
年
生
の
息
子
の
身
長
が
、
つ
い
に
私

と
並
び
ま
し
た
。
中
身
は
ま
だ
ま
だ
幼
い
で
す

が
、
外
見
が
ど
ん
ど
ん
大
人
に
近
づ
い
て
い
く
様

子
を
見
て
い
る
と
、
嬉
し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う

な
、
少
し
複
雑
な
心
境
に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
幸
）

長
雨
が
続
き
、
稲
刈
り
の
遅
れ
が
心
配
で
し
た
。

で
も
よ
う
や
く
秋
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

の
彼
岸
花
は
今
年
も
と
て
も
き
れ
い
で
す

（
佳
）

奈良県生活協同組合連合会　〒630-8136 奈良市恋の窪一丁目２番２号
TEL 0742-34-3535        FAX 0742-34-0043
URL https://www.narakenren.coop/

予告 第36回奈良県生協大会（仮）協同組合による若者・こどものための大きな応援団
講　師 村木 厚子氏（全国社会福祉協議会会長）

日　時  2027年２月13日（土）　10：00 ～ 12：20（開場９：30）　　

場　所  奈良県コンベンションセンター会議室203・204（奈良市三条大路１丁目691-1）

定　員  150名　（保育　要予約）   　 参加費  無料




